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第
六
十
八
条
の
五
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
二
第
二
項
第
六
号
イ

中
「
第
四
十
一
条
の
三
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
一
条
の
十
九
の
三
第
一

項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
二
の
二
第
四
項
中
「
お
い
て
、」の
下
に
「
第
一
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
、」を
加
え
、「
つ
い
て
第
一

項
本
文
」
を
「
つ
い
て
同
項
本
文
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
六
の
八
第
二
項
第
一
号
及
び
第
七
十
条
の
六
の
十
第
二
項
第
一
号
中
「
第
二
十
五
条
の
二
第
三
項
」

を
「
第
二
十
五
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
七
の
九
第
一
項
、
第
七
十
条
の
七
の
十
第
一
項
、
第
七
十
条
の
七
の
十
一
第
二
項
、
第
七
十
条
の
七

の
十
二
第
一
項
、
第
七
十
条
の
七
の
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
条
の
七
の
十
四
第
一
項
中
「
令
和
八
年
十
二
月
三
十

一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
十
二
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
七
十
条
の
八
第
一
項
及
び
第
三
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改

め
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
七
十
六
条
の
見
出
し
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中

「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
再
生
等
の
円

滑
化
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
円
滑
化
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
十
号
」
に
、「
施
行
者
、

同
法
」
を
「
施
行
者
、
円
滑
化
法
」
に
、「
の
施
行
再
建
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
「
、
第
五
号
若
し
く
は
第
八
号
の
再
生
後

マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
、「
同
項
第
五
号
」
を
「
同
項
第
十
一
号
」
に
、「
同
法
の
」
を
「
円
滑
化
法
の
」
に
、「
令
和
八
年
三

月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
同
法
第
二
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
円
滑
化
法
第
二
条
第
一

項
第
十
号
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
建
替
事
業
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
施
行
再

建
マ
ン
シ
ョ
ン
」
を
「
再
生
後
マ
ン
シ
ョ
ン
」
に
、「
若
し
く
は
」
を
「
又
は
」
に
、「
同
法
第
八
十
五
条
の
差
額
又
は

同
法
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
隣
接
施
行
敷
地
の
価
額
に
相
当
す
る
金
額
」
を
「
当
該
マ
ン
シ
ョ
ン
再
生
事
業

が
行
わ
れ
る
前
に
当
該
土
地
に
つ
い
て
有
し
て
い
た
権
利
の
価
額
を
超
え
る
部
分
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
及
び
第

二
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

円
滑
化
法
第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
権
利
変
換
手
続
開
始
の
登
記

二

円
滑
化
法
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
組
合
が
円
滑
化
法
第
十
五
条
第
一
項
又
は
第
六
十
四
条
第
一
項
若
し

く
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
取
得
す
る
円
滑
化
法
第
七
条
第
二
号
に
規
定
す
る
再
生
前
マ
ン
シ
ョ
ン
の
円
滑
化

法
第
二
条
第
一
項
第
三
十
号
に
規
定
す
る
区
分
所
有
権
（
次
項
第
一
号
及
び
第
三
項
第
一
号
に
お
い
て
「
区
分

所
有
権
」
と
い
う
。）若
し
く
は
同
条
第
一
項
第
三
十
五
号
に
規
定
す
る
敷
地
利
用
権
（
次
項
第
一
号
及
び
第
三

項
第
一
号
に
お
い
て
「
敷
地
利
用
権
」
と
い
う
。）又
は
同
条
第
一
項
第
十
三
号
に
規
定
す
る
再
建
敷
地
の
円
滑

化
法
第
五
条
第
二
項
第
二
号
に
規
定
す
る
敷
地
共
有
持
分
等
（
次
項
第
一
号
に
お
い
て
「
敷
地
共
有
持
分
等
」

と
い
う
。）の
取
得
の
登
記

第
七
十
七
条
及
び
第
七
十
七
条
の
二
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め

る
。第

八
十
条
の
二
中
「
附
則
第
八
条
第
三
項
又
は
第
二
十
六
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
九
の
二
第
三
項
」に
、

「
附
則
第
九
条
第
三
項
又
は
第
二
十
七
条
第
三
項
」
を
「
第
三
十
四
条
の
九
の
三
第
三
項
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三

十
一
日
」
を
「
令
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
実
施
計
画
」
を
「
組
織
再
編
成
等
実
施
計
画
」
に
、「
規
定
す
る

資
金
交
付
契
約
に
関
す
る
」
を
「
掲
げ
る
」
に
改
め
、
同
条
た
だ
し
書
を
削
る
。

第
八
十
一
条
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、
同
条
の
次
に

次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
診
療
所
の
用
に
供
す
る
建
物
を
建
築
し
た
場
合
の
所
有
権
の
保
存
登
記
等
の
税
率
の
軽
減
）

第
八
十
一
条
の
二

診
療
所
（
医
療
法
第
一
条
の
五
第
二
項
に
規
定
す
る
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。）の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
法
第
三

十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
イ

に
掲
げ
る
区
域
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
区
域
に
お
い
て
当
該
診
療
所
の
用
に
供
す

る
建
物
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
建
築
又
は
取
得
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
建
物
の
所
有
権
の
保
存
又
は
移
転
の

登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
建
築
又
は
取
得
後
一
年
以
内
に

登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
法
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
有
権
の
保
存
の
登
記
に
あ
つ

て
は
千
分
の
二
と
し
、
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
あ
つ
て
は
千
分
の
十
と
す
る
。

２

前
項
に
規
定
す
る
者
が
、
同
項
に
規
定
す
る
期
間
内
に
同
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
建
物
の
敷
地
の
用
に
供

す
る
土
地
の
取
得
を
し
た
場
合
に
は
、
当
該
土
地
の
所
有
権
の
移
転
の
登
記
に
係
る
登
録
免
許
税
の
税
率
は
、
財

務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
取
得
後
一
年
以
内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登
録
免
許
税
法
第
九

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
千
分
の
十
と
す
る
。

第
八
十
二
条
の
二
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
第
一
項
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
三
年
」
を
「
五

年
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
三
年
」
を
「
五
年
」
に
、「
五
年
」
を
「
七
年
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」

を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
八
十
三
条
の
二
中
「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
一
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
る
。

第
八
十
四
条
の
二
の
二
を
削
り
、
第
八
十
四
条
の
二
の
三
を
第
八
十
四
条
の
二
の
二
と
す
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
第
三
号
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
及
び
「
同
法
」
を
「
円

滑
化
法
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
百
十
六
条
に
規
定
す

る
組
合
が
、」を
「
円
滑
化
法
第
百
九
条
に
規
定
す
る
組
合
が
、」に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三

月
三
十
一
日
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
九
号
」
を
「
円
滑
化
法

第
四
条
第
二
項
第
六
号
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
敷
地
売
却
事
業
」
を
「
マ
ン
シ
ョ
ン
等
売
却
事
業
」
に
改
め
、
同
項
各

号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

一

円
滑
化
法
第
百
九
条
に
規
定
す
る
組
合
が
円
滑
化
法
第
百
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
取
得
す
る
円
滑

化
法
第
四
条
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
若
し
く
は
敷
地
利
用
権
又
は
円

滑
化
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
売
却
敷
地
の
敷
地
共
有
持
分
等
の
取
得
の
登
記

二

円
滑
化
法
第
百
四
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
分
配
金
取
得
手
続
開
始
の
登
記

三

円
滑
化
法
第
百
五
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
売
却
等
マ
ン
シ
ョ
ン
及
び
そ
の
敷
地
又
は
売
却
敷
地
に
関
す
る

権
利
に
つ
い
て
必
要
な
登
記

第
七
十
六
条
第
三
項
中
「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
百
六
十
四
条
」
を
「
円
滑
化
法

第
百
六
十
四
条
」
に
、「
、
同
法
」
を
「
、
円
滑
化
法
」
に
、「
令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
十
年
三
月
三
十

一
日
」
に
、「
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
第
二
条
第
一
項
第
十
二
号
」
を
「
円
滑
化
法
第
二

条
第
一
項
第
二
十
八
号
」
に
改
め
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
同
法
」
を
「
円
滑
化
法
」
に
改
め
、
同
項
各
号
中
「
マ
ン

シ
ョ
ン
の
建
替
え
等
の
円
滑
化
に
関
す
る
法
律
」
を
「
円
滑
化
法
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第

二
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

円
滑
化
法
第
百
六
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
組
合
が
、
令
和
八
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
の
間
に
、
円
滑
化
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
五
号
に
規
定
す
る
マ
ン
シ
ョ
ン
除
却
事
業
に
伴
い
受
け
る
次
に
掲

げ
る
登
記
に
つ
い
て
は
、
財
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該
期
間
内
に
登
記
を
受
け
る
も
の
に
限
り
、
登

録
免
許
税
を
課
さ
な
い
。

一

円
滑
化
法
第
百
六
十
三
条
の
二
に
規
定
す
る
組
合
が
円
滑
化
法
第
百
六
十
三
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
取
得
す
る
円
滑
化
法
第
二
条
第
一
項
第
二
十
六
号
に
規
定
す
る
除
却
マ
ン
シ
ョ
ン
の
区
分
所
有
権
又
は
敷
地

利
用
権
の
取
得
の
登
記

二

円
滑
化
法
第
百
六
十
三
条
の
三
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
補
償
金
支
払
手
続
開
始
の
登
記
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